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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発振器（ＬＣ）と、インピーダンスを有しかつ前記発振器（ＬＣ）にエネルギーを供給
する電源（Ｎ）と、前記発振器の誘導性負荷を検出しかつ前記発振器（ＬＣ）の負荷に応
じて前記電源（Ｎ）のインピーダンスを変更する装置（Ｘ１）と、を有し、
　前記電源が、容量性直列抵抗、整流器素子（Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３、Ｄ４）、及び負荷抵抗
を有し、かつ前記電源の前記インピーダンスが本質的に前記負荷抵抗及び前記容量性直列
抵抗によって決定され、
　前記容量性直列抵抗が前記発振器（ＬＣ）の負荷に応じて変更でき、前記発振器（ＬＣ
）の負荷がより低い場合に前記回路構成の前記有効電力消費量が低減されるようになって
おり、
　前記容量性直列抵抗は、
　第１のコンデンサ（Ｃ１）と、
　前記第１のコンデンサと直列に接続された第２のコンデンサ（Ｃ７）と、
　前記第１のコンデンサと並列に接続された抵抗体（Ｒ２）と、
　前記第２のコンデンサ（Ｃ７）と並列に接続された少なくとも１つの制御可能なスイッ
チ（Ｍ３、Ｍ４）と、を有し、
　前記抵抗体（Ｒ２）、前記コンデンサ（Ｃ１、Ｃ７）及び前記スイッチ（Ｍ３、Ｍ４）
によって構成されたスイッチング経路の抵抗値が切替え可能である
　エネルギーの誘導伝送のための回路構成。
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【請求項２】
　前記負荷抵抗が前記発振器（ＬＣ）の負荷に応じて変更でき、前記発振器（ＬＣ）の負
荷がより低い場合に前記回路構成の有効電力消費量が低減されるようになっていることを
特徴とする、請求項１に記載の回路構成。
【請求項３】
　前記負荷抵抗が少なくとも１つの抵抗体（Ｒ２２）及び制御可能なスイッチ（Ｔ２）の
スイッチング経路によって構成され、かつ前記少なくとも１つの抵抗体（Ｒ２２）及び前
記スイッチ（Ｔ２）によって構成された前記構成の抵抗値が切替え可能であることを特徴
とする、請求項２に記載の回路構成。
【請求項４】
　前記負荷抵抗が前記発振器（ＬＣ）によって構成され、かつ前記電源の前記インピーダ
ンスが前記発振器（ＬＣ）によって切替え可能であることを特徴とする、請求項２に記載
の回路構成。
【請求項５】
　前記発振器（ＬＣ）は、例えばベース接地回路内のトランジスタであって、トランジス
タのエミッタ抵抗が切替え可能であるような、能動素子（Ｔ１）を有するハートレー発振
器又はコルピッツ発振器であることを特徴とする、請求項４に記載の回路。
【請求項６】
　前記発振器の負荷を検出する前記装置（Ｘ１）が、前記発振器内で発生する電気的変数
（Ｕ＿Ｂ、Ｕ＿Ｃ）に基づいて前記発振器の負荷を決定することによって、２次側の電力
要求量を決定することを特徴とする、請求項１に記載の回路構成。
【請求項７】
　前記発振器が、例えばトランジスタのような能動素子（Ｔ１）を含み、かつ前記電気的
変数（Ｕ＿Ｃ、Ｕ＿Ｂ）が前記能動素子（Ｔ１）の端子における電圧であることを特徴と
する、請求項６に記載の回路構成。
【請求項８】
　前記電気的変数（Ｕ＿Ｂ、Ｕ＿Ｃ）が、前記トランジスタ（Ｔ１）のコレクタ端子又は
ベース端子における負の半発振の振幅又は振幅の平均値であることを特徴とする、請求項
７に記載の回路構成。
【請求項９】
　回路構成から小型電気装置へのエネルギーの誘導伝送方法であって、前記回路が、発振
器（ＬＣ）と、インピーダンスを有し前記発振器（ＬＣ）にエネルギーを供給する電源（
Ｎ）と、前記発振器（ＬＣ）の誘導性負荷を検出しかつ前記発振器（ＬＣ）の負荷に従っ
て前記電源の前記インピーダンスを変更する装置（Ｘ１）と、を含み、前記発振器の負荷
がより低い場合に前記インピーダンスを変更することによって前記電源の有効電力消費量
が低減され、
　前記電源が、容量性直列抵抗、整流器素子（Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３、Ｄ４）、及び負荷抵抗
を有し、かつ前記電源の前記インピーダンスが本質的に前記負荷抵抗及び前記容量性直列
抵抗によって決定され、
　前記容量性直列抵抗が前記発振器（ＬＣ）の負荷に応じて変更でき、前記発振器（ＬＣ
）の負荷がより低い場合に前記回路構成の前記有効電力消費量が低減されるようになって
おり、
　前記容量性直列抵抗は、
　第１のコンデンサ（Ｃ１）と、
　前記第１のコンデンサと直列に接続された第２のコンデンサ（Ｃ７）と、
　前記第１のコンデンサと並列に接続された抵抗体（Ｒ２）と、
　前記第２のコンデンサ（Ｃ７）と並列に接続された少なくとも１つの制御可能なスイッ
チ（Ｍ３、Ｍ４）と、を有し、
　前記抵抗体（Ｒ２）、前記コンデンサ（Ｃ１、Ｃ７）及び前記スイッチ（Ｍ３、Ｍ４）
によって構成されたスイッチング経路の抵抗値が切替え可能である、誘導伝送方法。
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【請求項１０】
　前記電源の有効電力消費量は、前記電源の出力が制御可能なスイッチ（Ｔ２、Ｍ３、Ｍ
４）によって比較的低い抵抗と橋絡している状態で、及び／又は前記電源の容量性直列抵
抗の容量が低下する状態で低減されることを特徴とする、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　２次側の電力要求量が、例えば前記発振器（ＬＣ）の能動素子（Ｔ１）における前記負
の半発振の振幅又は振幅の平均値のような、前記発振器（ＬＣ）内で検出される電気的変
数（Ｕ＿Ｂ、Ｕ＿Ｃ）に基づいて決定されることを特徴とする、請求項９または１０に記
載の方法。　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、例えば電動歯ブラシ又は電気ひげそり機のような小型電気装置用の誘導エネ
ルギー伝送のための回路構成及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　充電式電池によって電力供給される小型電気装置は、通例として外部充電ステーション
で充電される。電源を有し、充電ステーションから装置へとエネルギーを誘導的に伝送す
る非接触型充電ステーションが特に好評である。この目的を達成するために、コイル要素
及びコンデンサ要素を有する発振器によって充電ステーション内で交番磁界が生成され、
このコイル要素は誘導伝送器の１次側コイルを同時に構成し、伝送器の２次側コイルは充
電されている装置内に配置されている。このため、通常は充電ステーションを１次側と呼
び、充電されている装置を２次側と呼ぶ。発振器は伝送器の磁界を介したエネルギー出力
によって減衰するので、その結果、電源はそれに応じて電気エネルギーを再供給しなけれ
ばならない。
【０００３】
　最新の充電ステーションは通常、３つの動作状態を有する。第１の状態は動作モードで
あり、例えば装置の動作又は装置に搭載された充電式電池の充電のために、２次側が定常
的なエネルギー供給を必要とする。第２の状態は単純な待機モードであり、装置は充電ス
テーション内になく、したがって一切のエネルギー需要がない。第３の状態は拡張待機モ
ードとして知られるものであり、この状態では装置は充電ステーション内に位置している
が、例えば充電式電池は完全充電されているが自己放電又は装置自体の消費を補償するた
めにおりおりに再充電しなければならないので、おりおりにのみエネルギーを必要とする
。この最後に述べたケースにおいて、充電ステーションは単純待機モードと動作モードと
の間を、必要に応じて交互に切り替えるはずである。したがって、充電ステーション（１
次側）のそれぞれの動作状態は、小型電気装置（２次側）のエネルギー要求量によって決
定される。
【０００４】
　２次側のエネルギー要求量を２次側で直接検出し、それに対応した情報を１次側（prim
ary）に送信し、発振器を適宜調節する（つまり、例えば、発振器内で動作中のトランジ
スタのベースエミッタ電圧を相応に調節する）ことが既知である。この解決法は、２次側
から１次側に情報を送信する手段を必要とするので、少々複雑である。別の案として、発
振器（１次側）のエネルギー消費量を測定し、それに応じて発振器を調節することによっ
て２次側のエネルギー要求量を決定できる。しかし、伝送器の１次側と２次側との間の通
常は弱い結合の故に、装置のエネルギー消費量は充電ステーションのエネルギー消費量に
対しわずかな影響しか与えないので、複数の動作状態を調節するためには、この変型は不
適当である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　本開示は、エネルギー効率（欧州指令２０５／３２を参照）のために待機モードにおけ
る回路構成の電力消費を最小限に抑え、したがって２次側のエネルギー要求量に応じて電
力消費量の低減した動作状態に簡単な方法で切り替えることのできるエネルギーの誘導伝
送の方法及び回路構成を規定することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的はエネルギーを誘導伝送する回路構成によって達成され、この回路構成は、発
振器と複素入力抵抗を有し発振器にエネルギーを供給する電源とを含み、発振器の誘導負
荷を検出しかつ発振器の負荷に応じて電源の複素入力抵抗を変更する装置を含む。
【０００７】
　電源は、容量性直列抵抗体、整流器及び負荷抵抗体を有し、かつ本質的に負荷抵抗体及
び容量性直列抵抗体によって決定される複素入力抵抗を有することが好ましい。容量性直
列抵抗及び／又は負荷抵抗は、発振器の負荷に依存する変数であり（一方又は双方におい
て）、発振器の負荷がより低い場合、回路の有効電力消費を低減する（待機モード）こと
が可能であるようになっている。
【０００８】
　複素入力抵抗の容量性の部分を変更するためには、少なくとも１つのコンデンサ及び制
御可能なスイッチが備えられており、そのスイッチング経路は少なくとも１つのコンデン
サ及びスイッチの構成からなる能動抵抗が切替え可能であるように接続されていることが
好ましい。コンデンサ及び電子スイッチから構成された並列回路は、電源の入力において
、更なるコンデンサと、又はコンデンサと別のコンデンサ（容量性直列抵抗体）に並列に
配置された電子スイッチとから構成された直列回路と直列に配置することが好ましい。待
機モードではスイッチが開いているので、スイッチが閉じている動作モードと比べて、電
源の入力における能動抵抗は比較的大きく、電源の出力電圧はそれに対応して低下する。
したがって、待機モードでは、回路構成は主に無効電力を消費する。
【０００９】
　複素入力抵抗のオーム性の部分を変更するためには、回路構成の第１の変型では、少な
くとも１つのオーム抵抗体及び１つの制御可能なスイッチが備えられており、そのスイッ
チのスイッチング経路は、少なくとも１つのオーム抵抗体及びスイッチの構成からなる能
動抵抗が切替え可能であるように接続されている。電源の出力において、オーム抵抗体及
び電子スイッチによって構成された直列回路を配置することが好ましい。待機モードでは
スイッチが閉じているので電源の出力は比較的小さな抵抗によって終端され、電源の出力
電圧はそれに対応して、スイッチが開いている動作モードと比べて低減される。したがっ
て、回路構成の有効電力消費もまた低減される（is therefore is also reduced.）。
【００１０】
　回路構成の第２の変型では、発振器が切替え可能な負荷抵抗体として作用する。発振器
は、例えばトランジスタのような能動素子（自体公知）を有している。ベース接地回路に
はコルピッツ発振器又はハートレー発振器が含まれ、トランジスタのエミッタ抵抗が（そ
の結果電源の負荷もまた）発振器によって切替え可能であることが好ましい。
【００１１】
　回路構成は、待機モードにあるときでも、動作モードに比べて電力消費が低減されてい
るものの、発振器が発振するように、都合よく設計されている。回路構成の電力消費量を
所望のレベルまで低減するにはこれで十分である。待機モードでは、２次側に起因する発
振器の誘導性負荷を検出する装置もまた動作しているので、２次側で発生するいかなる電
力需要の増加も直ちに検出することができ、発振器の電力出力を迅速に調節することがで
きる。あるいは、回路構成の電力消費をさらに低減するために、待機モードでは発振器の
負荷を検出する装置及び／又は発振器を時間制御してオンとオフを切り替えることもでき
る。
【００１２】
　発振器の誘導性負荷を検出する装置は、発振器内で発生する電気的変数に基づいて発振
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器の負荷を決定することによって、２次側の電力要求量を決定し、この装置は、変数を基
準値と比較し制御可能なスイッチを調節するので、必要ならば、発振器の負荷に応じて電
源の複素入力抵抗を変更できる。電気的変数は、例えば発振器のトランジスタのコレクタ
電圧又はベース電圧の振幅である。発振器内の負の半発振（semioscillation）の振幅又
は振幅の平均値のみが検出されるならば、その方が好ましい。即ち、発振器の共振の負の
半波の振幅は、２次側の負荷に応じて特に著しく変動する。
【００１３】
　本開示はまた、回路構成による小型電気装置へのエネルギーの誘導伝送方法をも含んで
おり、この回路構成は、発振器と、発振器にエネルギーを供給する複素入力抵抗を有する
電源と、発振器の誘導性負荷を検出しかつ発振器の負荷に応じて電源の複素入力抵抗を変
更する装置と、を含み、発振器の負荷がより低い場合に複素入力抵抗を変更することによ
って電源の有効電力消費量を低減させる。
【００１４】
　電源の有効電力消費量は、電源の出力が制御可能なスイッチによって比較的小さい抵抗
で終端される状態で、及び／又は電源の容量性直列抵抗の容量が低下する状態で低減され
る。２次側の電力要求量は、発振器回路内で検出される電気的変数から決定される。負の
半発振の振幅又は振幅の平均値は、発振器内で検出され、基準値と比較され、かつ必要な
らば電源の複素入力抵抗が低下されることが好ましい。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
　図面に示した実施形態を参照して、本開示を詳細に説明する。説明では、回路構成の追
加の変型に言及している。以下を図示する。
【図１】エネルギーの誘導伝送のための回路構成のブロック図。
【図２】ハートレー発振器を有する回路構成。
【図３】コルピッツ発振器を有する第１の回路構成。
【図４】コルピッツ発振器を有する第２の回路構成。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図１によるブロック図は、電源Ｎ及び交番磁界を生成する自励発振器ＬＣを有する回路
構成を示している。発振器はコイルを有しており、このコイルは、発振器ＬＣ（１次側）
から、図示してはいないが例えばこの目的のために発振器のコイルと連結できる受電側コ
イルを具備する小型電気装置のような消費側（２次側）に、電気エネルギーを誘導的に伝
送する役割を果たす。発振器が複素入力抵抗を有する電源Ｎ１（Ｎ）を介して幹線Ｖ３か
ら電気エネルギーを取り込む。回路構成はまた、制御可能なスイッチＴ２及び発振器ＬＣ
の負荷を検出してスイッチＴ２を制御する装置Ｘ１をも有する。待機モードにある回路構
成が、動作モードよりも小さい有効電力を幹線Ｖ３から消費するように、制御可能なスイ
ッチＴ２を介して電源Ｎの複素入力抵抗を切り替えることができる。制御可能なスイッチ
Ｔ２は、例えば、電気的に又は光学的に制御可能なリレー又はトランジスタによって実現
できる。
【００１７】
　図２に示す回路構成では、電源は、コンデンサＣ１の形態の容量性直列抵抗と、コンデ
ンサＣ２との併用により幹線交流電圧から発振器ＬＣを作動させる平滑直流電圧を生成す
るダイオードＤ１、Ｄ２、Ｄ３、Ｄ４を有するブリッジ整流回路とを有する。コンデンサ
Ｃ１には抵抗体Ｒ２が並列接続されており、抵抗体Ｒ２は電源Ｎが幹線Ｖ３から分離され
た時点でコンデンサＣ１を確実に放電させる。抵抗体Ｒ２はコンデンサＣ１の能動抵抗と
比べて比較的高いインピーダンスを有するので、電源Ｎの複素入力抵抗は、本質的にコン
デンサＣ１の容量性抵抗によって決定される。
【００１８】
　回路構成が待機モードに切り替えられる場合、容量性直列抵抗体がブリッジ整流回路並
びにトランジスタＴ２及び抵抗値Ｒ２２を介して接地に接続される。このようにすれば、
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幹線からの回路構成による電力消費が有効電力範囲から無効電力範囲の方向にシフトし、
したがって幹線からの有効電力消費の低減が達成される。トランジスタＴ２が完全に導通
状態にある場合、電流は本質的に抵抗体Ｒ２２及びコンデンサＣ１によって制限される。
Ｒ２２の抵抗値がゼロであるならば、発振器はエネルギー源から完全に切断される。この
場合、幹線には純粋な容量性無効負荷がかかる。しかし、抵抗体Ｒ２２は、トランジスタ
Ｔ２が導通状態にあるときでも発振器を作動させるのに十分な電圧がＣ２にかかるような
大きさであることが好ましい（但し、発振器は低振幅でのみ発振する）。
【００１９】
　回路構成は、発振器ＬＣとして、能動素子としてトランジスタＴ１を有するベース接地
回路内にハートレー発振器を含んでいる。２次側に起因する発振器の負荷を検出するため
に、装置Ｘ１（例えばマイクロコントローラ）並びにダイオードＤ１５、及び抵抗体Ｒ１
６及びＲ１７によって構成された分圧器が備えられている。トランジスタＴ１のベース電
圧Ｕ＿Ｂの負の半波が分圧器Ｒ１６、Ｒ１７の一端に印加されている。電圧Ｕ＿Ｂは、ダ
イオードＤ１５を介して導入されており、発振器ＬＣの負荷を表している。マイクロコン
トローラＸ１によって生成された正の基準電圧が分圧器Ｒ１６、Ｒ１７の他端に印加され
ている。分圧器Ｒ１６、Ｒ１７のセンタタップの電圧がマイクロコントローラＸ１に供給
されている。トランジスタＴ１の負のベース電圧Ｕ＿Ｂは分圧器Ｒ１６、Ｒ１７によって
正の電圧範囲に変圧されるので、この電圧はマイクロコントローラＸ１によって基準値と
比較できる。次に、比較の結果に従ってマイクロコントローラＸ１がトランジスタＴ２を
制御する。ベース電圧の負の半波の代わりに、コレクタ電圧Ｕ＿Ｃの負の半波を評価する
こともまた可能である。
【００２０】
　トランジスタＴ２が導通状態にあり回路構成が待機モードにあるときでも、マイクロコ
ントローラＸ１には、抵抗体Ｒ１５、ダイオードＤ１４及びトランジスタＴ５を有する分
圧器を介して電源からエネルギーが供給される。２次側におけるエネルギー需要の増加が
検出され次第、トランジスタＴ２が再度動作停止状態となる。マイクロコントローラＸ１
は、例えば定義済みのタイミングシーケンスに従ってトランジスタＴ２のオン／オフを切
り替える制御プログラムを備えることもできる。
【００２１】
　上述の回路構成の別の実施形態において、例えば図３又は図４に示すように、発振器の
負荷を検出し電源の複素入力抵抗を変更するために、ハートレー発振器の代わりにコルピ
ッツ発振器が使用され及び／又はマイクロコントローラの代わりにディスクリート回路が
使用される。
【００２２】
　図３に示す回路構成では、電源は、発振器の負荷に応じてその容量性の部分を変更でき
る複素入力抵抗を具備する。電源は、容量性直列抵抗体と、コンデンサＣ２との併用によ
り幹線交流電圧から発振器を作動させる平滑直流電圧を生成する、ダイオードＤ１、Ｄ２
、Ｄ３、Ｄ４を有するブリッジ整流回路とを具備する。容量性直列抵抗体はコンデンサＣ
７及びコンデンサＣ１を有し、このコンデンサＣ１には抵抗体Ｒ２が並列接続されており
、この抵抗体は電源Ｎが幹線Ｖ３から分離された時点でコンデンサＣ１を確実に放電させ
る。コンデンサＣ７には電子スイッチが並列接続されており、電子スイッチは直列接続さ
れた２つのトランジスタＭ３、Ｍ４を備えオプトカプラーの一部を構成している。コンデ
ンサＣ１及び抵抗体Ｒ２によって構成された並列回路が、コンデンサＣ７及びトランジス
タＭ３、Ｍ４によって構成された並列回路と直列接続されている。抵抗体Ｒ２は、コンデ
ンサＣ１の能動抵抗に比べて比較的高いインピーダンスである。電源Ｎの複素入力抵抗は
本質的に、電子スイッチが閉じている場合にはコンデンサＣ１の容量性抵抗によって、又
は電子スイッチが開いている場合には直列接続された２つのコンデンサＣ１及びＣ７の容
量性抵抗によって、それぞれに決定される。
【００２３】
　回路構成を待機モードに切り替える場合、その時に電子スイッチを開き、つまりオプト
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カプラーのダイオード１２をオフに切り替える。このようにすれば、直列接続されたコン
デンサＣ１、Ｃ７双方の能動抵抗がコンデンサＣ１の能動抵抗よりも大幅に大きくなるの
で、幹線からの回路構成による有効電力消費が低減される。この時点で、電源はほとんど
無効電力のみを吸収する。コンデンサＣ１、Ｃ７は、待機モードにおいて、低振幅での発
振にすぎなくても発振器を作動させるのに十分な電圧がコンデンサＣ２に印加されるよう
な大きさであることが好ましい。
【００２４】
　回路構成に具備されている発振器は、能動素子としてトランジスタＴ１を有するベース
接地回路内のコルピッツ発振器である。２次側に起因する発振器の負荷を特定するために
、２つのダイオードＤ１０、Ｄ１３、２つの抵抗体Ｒ１３、Ｒ１４、コンデンサＣ６、及
びスイッチングトランジスタＭ６を有する回路が備えられている。ダイオードＤ１０のカ
ソードがトランジスタＴ１のコレクタに接続されている。トランジスタＴ１のコレクタ電
圧Ｕ＿Ｃの負の半波が、ダイオードＤ１０のアノードに発生する。この電圧は、発振器Ｌ
Ｃの負荷を表している。コレクタ電圧の負の半波の代わりに、ベース電圧Ｕ＿Ｂの負の半
波を評価することもまた可能である。ダイオードＤ１０のアノードが抵抗体Ｒ１３を介し
てコンデンサＣ６の一端及びダイオードＤ１３のカソードに接続されている。コンデンサ
Ｃ６の他端は接地に接続されている。ダイオードＤ１３のアノードは、スイッチングトラ
ンジスタＭ６の制御端子に接続されており、かつ抵抗体Ｒ１４を介して接地に接続されて
いる。スイッチングトランジスタＭ６のスイッチング経路は、オプトカプラーのダイオー
ドＤ１２及び少なくとも１つの限流抵抗体Ｒ１８に直列接続されている。
【００２５】
　スイッチングトランジスタＭ６は、スイッチの制御端子に十分に高い負の電圧が印加さ
れたときにのみ動作停止状態となる。発振器の負荷が低い場合、ダイオードＤ１０及びダ
イオードＤ１３並びに抵抗体Ｒ１３を介してスイッチングトランジスタＭ６の制御端子に
十分高い負の電圧が供給され、その結果、オプトカプラーのダイオードＤ１２がオフに切
り替わり、電子スイッチのトランジスタＭ３、Ｍ４が動作停止状態となり、複素入力抵抗
が高い値を呈する。
【００２６】
　上述の回路構成の別の実施形態は、図２に示すように、電源の複素入力抵抗を変更する
ために、オプトカプラー及びコンデンサＣ７（capacitor 7）の代わりにコンデンサＣ２
と並列なトランジスタＴ２及び抵抗体Ｒ２２によって構成された直列回路を使用し、又は
図４に示すように、回路構成は発振器内に切替え可能なエミッタ抵抗を使用する。
【００２７】
　図４は、ベース接地回路内にコルピッツ発振器を有する更なる回路構成を示している。
この回路構成は、発振器ＬＣ内の発振の負の電圧振幅を検出するように設計されている。
負の電圧振幅が振幅に関する予定値を超えると（無負荷の発振器ＬＣの場合がこれにあた
る）、ツェナーダイオードＤ１０及びダイオードＤ１１を有する経路が導通状態となり、
トランジスタＴ３が導通状態となる。トランジスタＴ４及びＴ５のベース－エミッタ間電
圧が振幅に関する予定値を超えると、これらトランジスタもまた導通状態となる。２つの
トランジスタＴ４及びＴ５は、スイッチング経路がエミッタ抵抗体Ｒ５に並列接続されて
いる電界効果トランジスタＴ２を制御している。Ｔ２が導通状態にあるとき、トランジス
タＴ１のエミッタにおける能動抵抗Ｚは比較的低く、発振器ＬＣ内のエネルギー供給量が
最大となる。しかし、電源の容量性直列抵抗Ｃ１はこのような高出力用に設計されておら
ず、今度は電源の出力を終端している抵抗値が小さすぎるので、電源の出力電圧が（した
がって回路構成の有効電力消費量もまた）低下する。
【００２８】
　負の電圧振幅の大きさがツェナーダイオードＤ１０によって決定された基準値と比較し
て低下すると、これはより強い減衰、即ち２次側におけるより大きなエネルギー要求量の
表れである。トランジスタＴ２は動作停止状態にあり、エミッタにおける能動抵抗Ｚは比
較的高い。これが、発振器の電力消費量が電源の容量性直列抵抗Ｃ１に適応し最大電力が
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【００２９】
　トランジスタＴ１のコレクタにおけるダイオードＤ９が、ダイオードの経路Ｄ１０、Ｄ
１１によって伝わりトランジスタＴ１の遮断方向に流れる可能性のある一切のリターン電
流を防止し、したがって発振器ＬＣ内の負の電圧振幅を評価する能力をサポートしている
。
【００３０】
　本開示はまた、回路構成が交番磁界を生成し放射する発振器を有する回路構成（１次側
）から、電力要求量が発振器内で検出可能な電気的変数に基づいて決定できるかつ小型電
気装置（２次側）へエネルギーを誘導伝送する方法に関する。回路構成はまた、発振器に
エネルギーを供給する複素入力抵抗を有する電源と、発振器の誘導性負荷を検出しかつ発
振器の負荷に応じて電源の複素入力抵抗を変更する装置と、を有し、発振器の負荷がより
低い場合複素入力抵抗を変更することによって電源の有効電力消費量を低減する。電源の
有効電力消費量は、電源の出力が電子スイッチによって比較的低い抵抗と橋絡される状態
で、及び／又は容量性直列抵抗の容量が低下する状態で低減される。２次側の電力要求量
は、発振器の能動素子（トランジスタ）における負の半発振の振幅又は振幅の平均値（am
plitude or the mean value of）に基づいて決定されることが好ましい。
【００３１】
　上述の回路構成の全ての実施形態は、電動歯ブラシ、ひげそり機又は、例えば携帯電話
のような通信装置などの小型の充電式電池駆動の電気装置用の誘導充電ステーションでの
使用に特に好適である。

【図１】

【図２】

【図３】
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